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日本共産党

南
畑
さ
ち
代
で
す

こ
ん
に
ち
は
市
会
議
員

日本共産党 和歌山市会議員

南畑 さち代

「
何
が
秘
密
か
、
そ
れ
は
秘
密
で
す
」
と

言
わ
れ
る
「
秘
密
保
護
法
」
は
知
る
権
利
を

奪
い
、
監
視
社
会
を
つ
く
る
も
の
で
す
。

11
月
11
日
、
自
由
法
曹
団
和
歌
山
支
部
、

機
関
紙
協
会
和
歌
山
県
本
部
、
国
民
救
援
会

和
歌
山
県
本
部
や
共
産
党
市
議
団
も
参
加
し

て
Ｊ
Ｒ
和
歌
山
駅
前
で
「
ス
ト
ッ
プ
！
秘
密

保
護
法
」
の
宣
伝
・
署
名
活
動
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

７
日
か
ら
衆
院
で
審
議
が
始
ま
っ
た
秘
密

保
護
法
は
国
民
の
知
る
権
利
を
大
き
く
侵
害

す
る
こ
と
、
目
的
は
国
民
の
目
・
耳
・
口
を

ふ
さ
ぎ
ア
メ
リ
カ
と
一
体
で
戦
争
す
る
た
め

の
情
報
共
有
で
あ
り
、
憲
法
改
悪
の
先
取
り

で
す
。
「
な
ん
だ
か
戦
前
の
よ
う
な
状
況
に

な
っ
て
い
く
よ
う
で
恐
ろ
し
い
ね
」
と
署
名

を
し
て
下
さ
る
高
齢
者
や
若
い
方
も
熱
心
に

説
明
を
聞
い
て
く
れ
ま
す
。

安
倍
内
閣
が
臨
時
国
会
で
強
引
な
成
立
を

め
ざ
す
秘
密
保
護
法
案
に
対
し
、
各
界
か
ら

急
速
に
反
対
の
声
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
11

月
17
日
の
赤
旗
日
曜
版
の
ト
ッ
プ
記
事
は
「

今
声
あ
げ
る
時
」
と
テ
レ
ビ
で
お
な
じ
み
の

キ
ャ
ス
タ
ー
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
10
氏
が
立

ち
上
が
り
、
反
対
声
明
を
発
表
し
た
こ
と
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。
鳥
越
俊
太
郎
、
金
平
茂

紀
、
田
勢
康
弘
、
田
原
総
一
朗
、
岸
井
成
格
、

大
谷
昭
宏
、
吉
永
み
ち
子
、
赤
江
玉
緒
ら
の

各
氏
と
元
警
察
幹
部
の
方
も
警
鐘
を
な
ら
し

て
い
ま
す
。
田
原
総
一
郎
さ
ん
は
「
マ
ス
コ

ミ
が
取
材
で
き
な
く
な
る
。
も
う
一
つ
は
（

秘
密
を
）
チ
ェ
ッ
ク
す
る
機
関
が
な
い
。
実

は
、
自
民
党
の
国
会
議
員
が
秘
密
保
護
法
の

こ
と
を
よ
く
分
か
っ
て
い
な
い
。
ア
メ
リ
カ

に
も
二
重
三
重
に
チ
ェ
ッ
ク
出
来
る
機
関
が

あ
る
。
日
本
で
は
国
会
が
国
権
の
最
高
機
関

だ
が
チ
ェ
ッ
ク
出
来
な
い
。
さ
ら
に
内
閣
が

承
認
し
た
ら
永
遠
に
（
秘
密
を
）
公
開
し
な

い
。
こ
う
い
う
ば
か
ば
か
し
い
法
律
は
あ
っ

て
は
い
け
な
い
」
と
発
言
さ
れ
て
い
ま
す
。

他
人
事
で
は
な
く
こ
ん
な
法
案
が
通
っ
て

し
ま
っ
た
ら
、
日
本
か
ら
民
主
主
義
が
消
え

て
、
暗
黒
の
時
代
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

総
力
を
あ
げ
て
阻
止
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

今
年
４
月
か
ら
障
害
の
あ
る
方

の
法
定
雇
用
率
が
民
間
企
業
は
現

行
１
・
８
％
か
ら
２
・
０
％
へ
、

国
や
地
方
自
治
体
等
は
２
・
１
％

か
ら
２
・
３
％
に
改
善
さ
れ
ま
し

た
。
視
覚
障
害
の
あ
る
方
々
の
対

市
交
渉
で
は
非
常
に
厳
し
い
就
労

実
態
が
出
さ
れ
、
市
の
取
り
組
み
を
質
し
ま

し
た
。

質
問

一
般
企
業
の
雇
用
状
況
は
ど
う
か
。

答
弁

昨
年
は
、
１
・
８
％
に
対
し
１
・

99
％
と
上
回
っ
て
い
る
。
２
０
１
３
年
度
か

ら
市
と
し
て
も
労
働
局
や
県
と
協
力
し
て
更

な
る
雇
用
率
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
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い
る
。
市
と
し
て
対
象
者
の
拡
充

は
で
き
な
い
。
引
き
続
き
「
選
挙

管
理
委
員
会
連
合
会
」
を
通
じ
要

望
し
て
い
く
。

質
問

郵
便
投
票
制
度
対
象
者

の
内
、
要
介
護
５
の
身
体
状
況
と

対
象
外
と
し
て
い
る
要
介
護
４
の

状
態
は
ど
う
か
。

答
弁

一
般
的
な
目
安
と
し
て
、

要
介
護
５
は
意
志
の
伝
達
が
困
難

で
あ
り
、
生
活
全
般
に
つ
い
て
全

面
的
な
介
助
が
必
要
。
要
介
護
４

は
食
事
摂
取
が
困
難
で
、
排
泄
・

入
浴
時
の
洗
身
等
の
日
常
生
活
の

全
面
的
介
助
が
必
要
。

質
問

タ
ー
ミ
ナ
ル
（
終
末
期
）

の
方
の
場
合
、
認
定
が
急
が
れ
る

が
ど
う
か
。

答
弁

迅
速
な
介
護
サ
ー
ビ
ス

が
必
要
。
資
料
が
揃
い
次
第
直
近

の
審
査
会
で
判
定
し
て
い
る
。

質
問

地
形
、
地
域
性
を
考
慮

し
た
投
票
区
の
変
更
事
例
に
つ
い

て
ど
う
か
。

答
弁

隣
接
し
た
投
票
区
間
で

一
定
の
有
権
者
を
対
象
に
そ
の
対

象
者
総
て
の
同
意
を
い
た
だ
い
た

上
で
飛
び
地
と
な
ら
な
い
こ
と
を

条
件
と
し
た
事
例
が
あ
る
。

質
問

精
神
障
害
の
あ
る
方
へ

の
雇
用
や
職
場
体
験
実
習
を
計
画

に
盛
り
込
ん
で
い
る
市
が
あ
る
。

和
歌
山
市
と
し
て
の
考
え
は
ど
う

か
。

答
弁

国
、
県
、
他
都
市
を
参

考
に
研
究
し
て
い
く
。

質
問

移
動
式
の
期
日
前
投
票

に
つ
い
て
ど
う
か
。

答
弁

投
票
の
秘
密
や
選
挙
の

公
平
性
確
保
の
た
め
、
必
要
な
場

所
お
よ
び
設
備
な
ど
解
決
す
べ
き

諸
問
題
が
あ
る
。
今
後
研
究
し
て

い
く
。

質
問

投
票
環
境
充
実
の
た
め

の
計
画
策
定
に
つ
い
て
ど
う
か
。

し
ま
し
た
。

質
問

郵
便
投
票
制
度
対
象
者

の
拡
大
及
び
対
象
外
の
方
へ
の
効

果
的
な
対
応
は
ど
う
か
。

答
弁

対
象
者
の
要
件
は
公
職

選
挙
法
関
係
法
令
で
規
定
さ
れ
て

質
問

庁
内
の
雇
用

率
向
上
の
取
り
組
み
は

ど
う
か
。

答
弁

法
定
雇
用
率

を
上
回
っ
て
い
る
。
障

害
程
度
が
１
、
２
級
の

方
を
採
用
す
る
等
、
今

後
も
特
別
枠
と
し
て
の

採
用
を
続
け
る
。

質
問

障
害
者
授
産

施
設
の
授
産
品
販
売
の

拡
充
は
ど
う
か
。

答
弁

支
援
を
強
化

す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
検
討
し
て
い
る
。

質
問

点
字
等
の
サ
ー
ビ
ス
の

拡
充
は
ど
う
か
。

答
弁

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

支
援
等
の
通
知
は
決
定
時
に
電
話

で
伝
え
申
し
出
に
よ
り
点
字
に
よ

る
通
知
を
行
っ
て
い
る
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お問い合わせは南畑幸代まで
435-1113（日本共産党市議団直通）

日時：１２月 ４日（水）

１２月１８日（水）
午後６時～７時

会場：河西診療所組合員ホール

申込：南畑幸代まで

日時：毎週木曜日
午前１０時～１２時

（電話での相談は常時行っています）

会場：南畑幸代生活相談所
TEL 453-3418、453-7758(自宅)
和歌山市善明寺411-4

無 料 生 活 法 律 相 談

相談実施中は看板を出しています

無 料 生 活 相 談

投
票
権
は
国
民
固
有
の
権
利
と

規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
高

齢
者
や
障
害
の
あ
る
方
、
タ
ー
ミ

ナ
ル
ケ
ア
の
方
等
、
投
票
に
い
く

こ
と
が
困
難
な
方
が
い
る
こ
と
か

ら
投
票
環
境
の
拡
充
に
つ
い
て
質

答
弁

「
公
共
施
設
等
を
使
用

し
た
期
日
前
投
票
所
の
拡
充
方
針
」

を
策
定
す
る
。

要
望２

０
１
８
年
か
ら
精
神
障
害
の

方
も
法
定
雇
用
率
の
算
定
基
礎
に

加
え
ら
れ
ま
す
。
障
害
者
雇
用
は

法
定
雇
用
率
を
満
た
す
だ
け
で
な

く
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
。
選

挙
事
務
に
つ
い
て
、
介
護
状
態
が

全
面
介
助
の
方
は
郵
便
投
票
制
度

の
対
象
と
す
る
な
ど
、
迅
速
で
き

め
細
や
か
な
対
応
を
と
要
望
し
ま

し
た
。

（和歌山市地域の障害者就業・生活支援センター「つれもて」）


